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秋
の
文
化
祭
の
会
場
入
り
口
で

は
、
見
事
に
仕
立
て
ら
れ
た
菊
の

花
が
迎
え
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

菊
の
原
産
は
中
国
大
陸
で
日
本

に
は
奈
良
時
代
に
渡
来
、
江
戸
時

代
に
改
良
が
進
み
ま
し
た
。
鑑
賞

用
と
し
て
は
、
管
物
、
厚
物
、
平

物
な
ど
に
分
け
ら
れ
る
そ
う
で

す
。秋
を
代
表
す
る
花
で
も
あ
り
、

家
紋
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
玄

関
口
な
ど
で
見
か
け
る
玉
状
の
菊

も
、
気
分
を
転
換
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。穂

高
神
社
の
あ
づ
み
野
菊
花
展

で
は
、
菊
を
手
塩
に
か
け
て
育
て

た
自
慢
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。会

場
に
所
狭
し
と
展
示
さ
れ
た

数
あ
る
作
品
の
中
、
知
人
の
名
前

を
見
つ
け
て
日
常
生
活
の
姿
と
異

な
っ
た
顔
を
発
見
し
ま
し
た
。

　
安
曇
野
市
民
の
き
ら
び
や
か
な

芸
術
作
品
が
一
堂
に
会
す
る
実
り

の
秋
を
堪
能
し
ま
し
た
。（
Ｙ
・
Ｕ
）

欅

　10 月 18 日から 11 月 9 日に

かけて、各地域で文化祭が行わ

れました。

　展示芸術・工芸作品のほか、

ステージ発表や菊花展など、盛

りだくさんの内容で、市民が身

近に芸術に親しむ機会となりま

した。
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あ
づ
み
野
太
鼓
保
存
会
の
勇
壮
な
太

鼓
演
奏
を
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
、
豊
科
地

域
芸
能
発
表
会
が
サ
ン
ト
ピ
ア
豊
科
ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

導
引
養
生
功
、
太
極
拳
、
吟
詠
剣
舞
、

民
謡
、
オ
カ
リ
ナ
、
日
本
舞
踊
、
琴
、

ダ
ン
ス
、
バ
レ
エ
…
多
く
の
分
野
に
わ

た
る
芸
能
発
表
の
数
々
。
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
発
表
す
る
貴
重
な
機
会
で

あ
る
。
ほ
か
の
団
体
の
演
技
を
熱
心
に

観
賞
す
る
姿
も
見
ら
れ
、
交
流
も
生
ま

れ
て
い
た
。

こ
と
し
は
公
民
館
の
改
修
工
事
の
関

係
で
、
会
場
が
変
更
と
な
り
出
場
で
き

な
い
団
体
も
あ
っ
た
が
、
参
加
団
体
の

皆
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
圧

倒
さ
れ
、
元
気
を
い
た
だ
く
１
日
と

な
っ
た
。

豊
科
文
化
祭
恒
例
の
菊
花
展
。
紅
葉

真
っ
盛
り
の
一
乗
寺
で
の
開
催
、
素
晴

ら
し
い
菊
の
数
々
が
並
ん
だ
。
菊
愛
好

家
に
と
っ
て
、
１
年
間
の
集
大
成
の
こ

の
時
期
、
丹
精
込
め
た
花
々
に
は
神
々

し
さ
が
漂
っ
て
い
た
。

最
優
秀
賞
は
丸
山
斌
た
け
し

さ
ん
の
三
本
仕

立
て
、
手
前
の
二
本
は
同
じ
高
さ
、
奥

の
一
本
は
少
し
高
く
仕
立
て
ら
れ
、
花

び
ら
の
色
・
数
・
美
し
さ
、
葉
っ
ぱ
の

色
艶
、
そ
し
て
何
よ
り
全
体
の
バ
ラ
ン

ス
が
素
晴
ら
し
く
、
思
わ
ず
た
め
息
が

出
て
し
ま
う
。

一
本
の
菊
が
織
り
な
す
、
さ
ま
ざ
ま

な
仕
立
て
と
表
情
、
そ
し
て
辺
り
一
面

に
漂
う
高
貴
な
香
り
に
、
う
っ
と
り
と

癒
や
さ
れ
る
ひ
と
時
で
あ
っ
た
。

穂
高
文
化
祭
は
、
体
育
館
が
改
修
工

事
中
の
た
め
、
2
週
に
わ
た
っ
て
講
堂

で
開
催
さ
れ
た
。

「
総
合
美
術
展
」
は
10
月
24
日
か
ら

26
日
ま
で
開
か
れ
、
開
場
式
は
唐
木
教

育
委
員
長
を
迎
え
行
わ
れ
た
。

学
芸
部
の
書
・
絵
画
・
ビ
デ
オ
・
華

道
・
彫
刻
・
木
彫
・
ひ
ょ
う
た
ん
・
押

絵
・
木
目
込
人
形
・
押
花
・
水
石
・
き

も
の
、
小
中
学
生
の
絵
画
、
個
人
出
展

の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
力

作
が
揃
い
、
来
場
者
は
作
品
に
見
入
っ

て
い
た
。

「
芸
能
ま
つ
り
」
は
11
月
1
日
か
ら

3
日
ま
で
行
わ
れ
た
。
１
日
は
午
後
か

ら
第
3
回
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
が
行
わ

れ
、
30
人
が
ス
テ
ー
ジ
で
熱
唱
し
た
。

2
日
、
芸
能
ま
つ
り
第
一
部
が
講
堂
で

行
わ
れ
、
舞
踊
、
民
謡
、
マ
ジ
ッ
ク
な

ど
20
組
の
参
加
者
が
舞
台
で
練
習
の
成

果
を
披
露
し
た
。3
日
の
第
二
部
で
は
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
会
場
に

い
た
全
員
で
『
紅
葉
』
を
合
唱
し
た
。

琴
、コ
ー
ラ
ス
な
ど
7
グ
ル
ー
プ
と
、

穂
高
北
小
学
校
、
穂
高
東
中
学
校
合
唱

部
が
歌
声
を
披
露
し
た
。モ
ダ
ン
・
ジ
ャ

ズ
、
穂
高
西
小
学
校
、
穂
高
東
・
西
中

学
校
の
吹
奏
楽
部
の
演
奏
も
あ
り
、
手

拍
子
で
会
場
内
は
盛
り
上
が
っ
た
。

穂
高
神
社
の
境
内
で
は
、
盆
栽
、
山

野
草
展
、
あ
づ
み
の
菊
花
展
、
穂
高
人

形
、
御
船
保
存
会
3
教
室
の
展
示
が
、

10
月
24
日
か
ら
11
月
16
日
ま
で
行
わ
れ

た
。「
菊
花
展
」
で
は
、
小
菊
・
大
菊
・

盆
栽
な
ど
３
２
０
鉢
の
大
小
さ
ま
ざ
ま

な
菊
が
展
示
さ
れ
、
参
詣
客
を
楽
し
ま

せ
て
い
た
。

ダ
ン
ス
が
あ
り
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
に
堀

金
小
学
校
合
唱
部
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
な
ど
が
発
表
し
た
。
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三
郷
祭
は
、
10
月
18
日
か
ら
11
月
1

日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
。

　
三
郷
文
化
公
園
体
育
館
の
文
化
産
業

展
に
は
、
書
道
、
絵
画
、
写
真
な
ど
の

写
実
作
品
に
、
俳
句
、
短
歌
、
絵
手
紙

な
ど
の
文
芸
作
品
、
押
絵
、
押
花
、
陶

芸
な
ど
の
工
芸
作
品
や
、
三
郷
昆
虫
ク

ラ
ブ
の
見
事
な
標
本
が
、
所
狭
し
と
並

べ
ら
れ
た
。

　
押
花
に
取
り
組
む
臼
意
は
つ
み
さ
ん

は
、
花
だ
け
で
は
な
く
木
の
皮
や
フ
ル

ー
ツ
の
皮
を
乾
燥
さ
せ
て
使
い
、
絵
画

と
見
分
け
が
つ
か
な
い
風
光
明
媚
な
大

正
池
の
風
景
を
展
示
し
た
。

　
木
船
富
恵
さ
ん
は
、
山
野
草
の
盆
栽

を
数
年
か
け
て
作
り
上
げ
、
風
情
の
あ

る
作
品
を
12
鉢
出
品
し
た
。

　
三
郷
中
学
校
の
講
堂
で
は
、
音
楽
発

表
会
「
市
民
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
き
、
鑑
賞
し
た
２
０
０
人
余
り
は

芸
術
の
世
界
に
浸
っ
て
い
た
。「
も
み

じ
」
や
「
信
濃
の
国
」
を
皆
で
歌
い
、

三
郷
小
学
校
、
三
郷
中
学
校
の
合
唱
部

の
歌
声
や
、
三
郷
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

迫
力
あ
る
演
奏
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　
三
郷
公
民
館
の
ロ
ビ
ー
で
は
「
菊
花

展
」
が
開
催
さ
れ
、
小
菊
盆
栽
会
や
個

人
の
愛
好
家
の
作
品
を
中
心
に
見
事
な

彩
り
を
見
せ
た
。
色
鮮
や
か
に
咲
き
誇

っ
た
美
し
い
菊
は
、
学
校
帰
り
に
立
ち

寄
る
小
中
学
生
や
、
公
民
館
利
用
者
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。

　
講
堂
で
は「
芸
能
発
表
会
」
を
開
催

し
、
外
部
の
大
会
で
入
賞
実
績
の
あ
る

バ
レ
エ
の
舞
台
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

公
民
館
講
座
か
ら
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
、

活
動
を
続
け
て
い
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル
も
練
習
の
成
果
を
披
露
し
た
。

　
堀
金
文
化
祭
は
、
10
月
31
日
か
ら
の

作
品
展
示
に
始
ま
り
、
11
月
１
日
に
ス

テ
ー
ジ
発
表
、
2
日
に
堀
金
一
周
駅
伝

大
会
を
行
っ
た
。

　
作
品
展
示
は
書
道
、
水
墨
画
、
絵
画
、

写
真
、
短
歌
・
俳
句
な
ど
文
芸
作
品
が

多
数
出
品
さ
れ
た
。
地
区
公
民
館
女
性

部
の
講
習
会
作
品
が
来
場
者
の
目
を
引

い
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
「
ま
ど
い
の
広

場
」
で
は
堀
金
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
部

と
堀
金
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
演
奏
を
披

露
し
、
常
念
祭
で
研
鑚
を
積
ん
だ
堀
金

中
学
校
常
念
太
鼓
（
赤
鬼
塾
）
の
威
勢

の
い
い
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
あ
っ
た
。「
堀

金
芸
能
祭
」
で
は
民
謡
、
詩
吟
、
常
念

太
鼓
、
大
正
琴
、
横
笛
な
ど
日
本
古
来

の
響
き
が
流
れ
た
。
欧
米
の
音
を
感
じ

さ
せ
る
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
や
、
キ
ッ
ズ

三
郷
文
化
祭

堀
金
文
化
祭
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明
科
文
化
祭
は
11
月
1
日
・
2
日
の

日
程
で
、
明
科
公
民
館
で
市
民
の
日
ご

ろ
の
創
作
活
動
の
成
果
を
持
ち
寄
っ
て

行
わ
れ
た
。

　
展
示
会
場
は
、明
科
高
校
生
の
書
道
、

美
術
、
華
道
を
は
じ
め
、
明
科
中
学
校

の
立
体
作
品
、
明
南
・
明
北
小
学
校
の

書
道
も
注
目
さ
れ
て
い
た
。

　
蒐
し
ゅ
う
し
ゅ
う集
作
品
と
し
て
も
っ
と
も
目
を

引
い
た
の
は
熊
井
恵
美
子
さ
ん
の
蝶
の

標
本
で
、
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
・
セ
セ
リ
チ

ョ
ウ
・
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
の
１
７
０
頭
の

採
集
の
展
示
だ
っ
た
。
作
者
が
い
か
に

心
を
込
め
て
仕
上
げ
た
の
か
、
迫
力
感

の
な
か
に
美
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

鑑
賞
す
る
人
た
ち
は
「
す
ご
い
」「
真

似
は
で
き
な
い
」「
よ
く
や
っ
た
な
ぁ
」

と
感
嘆
の
声
。

　
和
裁
や
編
み
物
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
で

は
「
似
合
う
か
し
ら
」
と
作
品
を
手
に

す
る
人
も
い
て
、
充
実
し
た
1
日
だ
っ

た
。

　
芸
能
発
表
会
は
、
明
南
・
明
北
小
学

校
の
金
管
バ
ン
ド
部
の
合
同
演
奏
で
幕

が
開
い
た
。
舞
踊
や
ダ
ン
ス
は
練
習
の

成
果
を
披
露
し
美
し
く
舞
っ
て
く
れ

た
。ハ
ー
モ
ニ
カ
の
宮
下
豊
光
さ
ん
は
、

独
奏
の
全
日
本
コ
ン
ク
ー
ル
の
決
勝
に

出
場
し
た
音
色
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。

　
私
た
ち
の
身
近
に
は
、
人
知
れ
ず
磨

き
を
か
け
て
い
る
人
た
ち
の
い
る
こ
と

を
知
っ
た
芸
術
の
秋
だ
っ
た
。

晩
秋
の
堀
金
路
を
駆
け
る

　「
堀
金
一
周
駅
伝
」
は
堀
金
全
9
地

区
を
中
継
す
る
地
区
公
民
館
対
抗
競
技

で
通
算
50
回
を
数
え
る
。
堀
金
支
所
を

ス
タ
ー
ト
し
て
10
区
間
、
全
長
17
・
3

㌔
の
コ
ー
ス
を
小
学
生
か
ら
一
般
男
女
、

区
間
ご
と
の
代
表
選
手
が
襷
た
す
き

を
繋
ぎ
、

再
び
堀
金
支
所
の
ゴ
ー
ル
へ
向
か
う
。

　
秋
の
堀
金
路
を
、
9
チ
ー
ム
中
４
チ

ー
ム
が
首
位
に
立
つ
激
し
い
レ
ー
ス

を
演
じ
た
結
果
、
8
区
の
田
尻
中
継

所
で
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
上
堀
地
区
が
、

１
９
８
９
年
（
平
成
元
年
）
の
第
25
回

大
会
以
来
、
25
年
ぶ
り
に
3
回
目
の
優

勝
を
飾
っ
た
。
中
堀
中
継
所
の
１
区
か

ら
飛
び
出
し
た
中
堀
地
区
は
4
、
5
、

6
区
と
１
位
に
立
っ
た
が
4
位
で
ゴ
ー

ル
。
2
区
、
下
堀
中
継
所
か
ら
3
区
の

扇
町
中
継
所
ま
で
は
下
堀
地
区
が
抜
け

出
し
て
結
果
は
3
位
。
7
区
、
小
田
多

井
中
継
所
で
首
位
を
奪
っ
た
倉
田
地
区

が
準
優
勝
を
飾
っ
た
。

　
第
1
回
大
会
は
、
１
９
６
５
年
（
昭

和
40
年
）、
旧
堀
金
小
学
校
を
発
着
点

に
各
地
区
公
民
館
か
ら
精
鋭
男
子
10
人

が
出
場
し
て
開
か
れ
た
。
１
９
７
８
年

（
昭
和
53
年
）
長
野
国
体
の
開
催
を
機

に
、
第
14
回
大
会
か
ら
男
女
年
齢
別
が

導
入
さ
れ
、
後
に
発
着
点
の
変
更
も
あ

り
、
今
日
の
編
成
に
至
っ
て
い
る
。

明
科
文
化
祭

堀
金
一
周
駅
伝
大
会

〈お詫びと訂正〉
　公民館報第 21号に誤りが

ありました。訂正してお詫

び申し上げます。

　2ページ　3段 9行目

〈誤〉建壮団　〈正〉健壮団

明科公民館長　安井邦夫

明科公民館長の任命

　安井邦夫さんが明科公

民館長に任命されました。

任期は平成 26 年 11 月１

日から平成 28年 10月 31

日までです。
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